
数独のルールと解き方

①　まだ数字の入っていない
マスに１から９までの数字
のどれかを１つずつ入れま
しょう。０(ゼロ)は使いま
せん。
②　タテ列（９列あります)､
ヨコ列（９列あります)､太
線で囲まれた３×３のブロ
ック（９つあります）のど
れにも、１から９までの数
字が１つずつ入るようにし
ます。

 ● 例題 ●   ● 答え ● ルール

➡

　数独は、１から９までの数字を、列やブロックで重複させないよ
うに入れるパズルです。海外では“SUDOKU”として広く遊ばれてい
ますよ。解き方はカンタン。この数字はここにしか入らない、とい
うところを探して、１つずつ確実に入れていきましょう。当てずっ
ぽうで入れてみるのは禁物。どこかでまちがえてしまいますよ。こ
こでは、数独を解くときによく使われる考え方を説明していきます。

1 ブロッケン考え方 2 レッツミー考え方

「ブロックで見る」を略して「ブロッ見
ケン

｣｡基
本的な考え方です。図の左上ブロックで１が
入る場所を探すと、右にある１と同じ列にあ
る（矢印が乗っている）マスは１が重複する
ので、残る㋐が１です。右下ブロックで、上
や左にある１と重複しないマスは㋑だけです。

「列
レツ

で見
ミ

る」ので「レッツミー」と呼んでい
る考え方です。図の矢印がついたタテ列で１
が入る場所を探すと、上の３マスは同じブロ
ックに１があるのでダメ。２と３のあいだと、
４のすぐ下のマスは同じヨコ列に１があるの
でダメ。だから㋒が１と決まります。

➡

Rules of Sudoku
1. Place a number from 1 to 9 in each empty cell.
2. Each row, column and 3x3 block bounded by bold lines
 (nine blocks) contains all the numbers from 1 to 9.



なにげなくながめるだけでも身につきます。

3 マスミ考え方 4 いずれにしても理論考え方

5 予約考え方 6 井桁理論考え方

　マスに注目する「マス見
ミ

」です。図で㋓に
注目。㋓と同じヨコ列にはすでに１と２と４、
同じタテ列には６と７と８と９、同じブロッ
クには１と３と６があり、どの数字とも重複
しないのは５だけとなります。行き詰まった
ときにこんなマスがあるか探してみましょう。

　図で、１は中上ブロックで★のどちらかに
入りますが、いずれにしても右上ブロックで
矢印の乗ったマスに１は入らず、㋔が１とな
ります｡また､１は左中ブロックでは◎のどち
らかですが、いずれにしても㋕に１は入らず、
㋕はマスミにより９になることがわかります。

　図の左上ブロックで、１と２が入りうるマ
スはいずれも★の２つ。つまり★は１と２で
「予約」された形になり、他の数字が入らな
くなるので、５は㋖に入ります。矢印のつい
たヨコ列では、１と２が入りうるのはいずれ
も◎の２マス。６は◎に入らず、㋗ですね。

　矢印がついた２つのタテ列で１が入る場所
を探すと、それぞれ△と▲の２マス。これら
が同じ２つのヨコ列にあるので、１は２つの
△に入るか２つの▲に入るかのどちらかです
が、いずれにしても点線が乗ったマスには入
らず、中下ブロックで１は㋘に入ります。
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